
   

          「夜の 7時、窓の外は 

         すっかり暗くなった。あ 

         なたはいま、椅子にす 

         わってごはんを食べてい 

         る。…（中略）…あなた 

         は、家の中でしずかにご 

         はんを食べている。」こ 

         んな文章で始まり、「で 

         も」と続いてゆきます。 

 ここから筆者の語る「食べる」という、と

ってもにぎやかな「世界」が広がっていきま

す。まずは五感を使って楽しめる、おいし

さ、美しさ、歯ごたえ。そしてその食べ物に 

  

まつわる思い出、さらに生産者へ、そしてその

歴史へと。体内に入れば、微生物たちが大活躍

です。 

「あなたのからだのなかを、毎日毎日、水と塩

と食べものになった生きものが通りぬけてい

る。・・・わたしたちのからだを、地球がゆっ

くりと通りぬけていくのだ。」 

「食べる」喜び、楽しさ、尊さに気づかせてく

れる本です。 

（遠藤） 

【緑地を楽しむ本】 

『食べる』 
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